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１． 研究課題 

伝統的発酵食品に含まれる機能性成分の多くは、発酵過程で生じる微生物の代謝産物であ

ると考えられるが、これがどのように健康維持にかかわるかについての科学的知見は不足し

ている。一方、発酵微生物によって生産されるこれらの代謝産物が、われわれの腸内に共生

している微生物やわれわれの体細胞との直接的なクロストークによって何らかの影響を与え

ていることは十分に予想しうる。 

また、海洋生物に含まれる様々な天然化合物は、海洋生物に共生している微生物間のクロ

ストークに利用されているものを医薬品に転用しているとも考えられる。医薬品素材として

産業価値の高い天然化合物を大量に産生するには海洋生物内の共生環境の理解が重要である

と認識されるようになってきている。 

以上のような関係は、土壌に生息している土壌菌や根粒菌などの共生環境についても同様

に考えることができるため、農地の健全性・生産性の維持のためになくてはならない情報を

提供してくれる可能性がある。 

すなわち、いずれのケースにおいても、環境（発酵食品、腸内環境、海洋生物体内、土壌）

－共生微生物の関係がカギとなっている。そこで、これらの共生環境を維持するための機構

を理解することが保健用食品や医薬品などの開発、および農産物の生産性向上に貢献しうる

知見となりうるため、さまざまな環境－共生関係を対象として、その関係を成立させている

機構を分子レベルで解明することを目的として研究を行っている。 

 

２． 主な研究成果 

われわれが味噌の抗ストレス成分として見出したフェルラ酸エチルについて、作用メカニ

ズムの解析研究を行っている。国内の味噌メーカーと協力して、フェルラ酸エチルを増強し

た味噌の作成試験を行い、製法に関する知見を積み重ねフェルラ酸エチル増強味噌の製法を

確立した。仕込みを行った味噌は 2018 年の 2月に長崎県の陽子編にて園児に対する呈味試験

を行った。また、フェルラ酸エチルの抗ストレス作用メカニズム解析のため、標的分子の絞

り込みを行っており、すでに一つの有力候補を見出している。現在最終段階の候補遺伝子の

ノックダウン/ノックアウト実験による確認作業と、動物実験（三回目、行動実験）を行い、

対象実験動物の脳組織染色による in vivo 効果の検証を行っており、今年度中の論文投稿を

行う予定である。 

広島大学青井義輝准教授との共同研究では継続して、海洋生物由来難培養微生物の培養法

の開発研究を行い、その成果物をまとめた論文の投稿を行っている。 
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５． 研究活動の課題と展望 

食品の機能性成分については引き続き順調に研究が進んでいる。マウスうつ病モデルでの成

果がまとまり次第、マウス認知症モデルを用いて、抗認知症効果の検証試験を開始したいと考

えている。これらの成果については発信と社会実装に向けた取り組みをおこなう予定である。

難培養性の共生微生物についても効果的な培養法が見つかりつつあるため、今年度中に論文ア

クセプトにしたいと考えている。 

 


